
　
自
治
医
科
大
学
の
教
授
な
ど
が

講
師
を
務
め
、
最
先
端
の
医
療
や

専
門
技
術
を
一
般
市
民
に
も
わ
か

り
や
す
く
教
え
て
く
れ
る｢

自
治

医
科
大
学
公
開
講
座｣

が
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
『
医

療
現
場
の
今
』
で
す
。
昨
年
に
引

き
続
き
下
野
市
と
の
連
携
事
業
と

し
て
、
自
治
医
大
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
日
　
程
　
7
月
25
日
・
８
月
1

日
、
8
日（
土
）
午
後 

●
場
　
所
　
自
治
医
科
大
学
（
地

域
医
療
情
報
研
修
セ
ン
タ
ー
） 

●
受
講
料
　
無
　
料 

●
テ
ー
マ
及
び
講
師 

第
2
回
　
７
月
25
日（
土
） 

午
後
1
時
30
分
〜 

｢

公
衆
衛
生
の
立
場
か
ら
み
る
医

療
現
場
の
今｣ 

公
衆
衛
生
学
部
門
教
授 

　
　
　
　
　
中
村 

好
一
　
先
生 

午
後
3
時
〜 

｢
看
護
師
―
患
者
関
係
の
今 

が
ん
治
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
の

そ
の
人
ら
し
さ
を
支
え
る
ケ
ア｣ 

看
護
学
部
准
教
授 

　
　
　
　
　
小
原 
泉
　
先
生 

 

第
3
回
　
8
月
1
日（
土
） 

午
後
1
時
30
分
〜 

「
小
児
医
療
の
課
題
と
将
来
」 

小
児
科
学
講
座
准
教
授 

　
　
　
　
　
山
形 

崇
倫
　
先
生 

午
後
3
時
〜 
｢

地
域
中
核
病
院
の
医
療
の
現
状｣

（
仮
題
） 

芳
賀
赤
十
字
病
院
長 

自
治
医
大
客
員
教
授 

　
　
　
　
　
岡
田 

真
樹
　
先
生 

 

第
4
回
　
8
月
8
日（
土
） 

午
後
1
時
30
分
〜 

　｢

日
本
の
お
産
は
安
全
か
？
　
医
者

の
美
学
　
と
　
う
ま
い
受
診
の
コ
ツ
　｣ 

　
産
科
婦
人
科
学
講
座
教
授 

　
　
　
　
　
松
原 

茂
樹
　
先
生 

午
後
3
時
〜 

　｢

医
師
会
の
立
場
か
ら
み
る
医

療
現
場
の
今｣

（
仮
題
） 

　
自
治
医
大
腎
臓
内
科
同
窓
会
長 

　
栃
木
県
医
師
会
常
任
理
事 

　
　
　
　
　
村
山 

直
樹
　
先
生 

●
受
講
定
員
　
各
回
3
0
0
名 

●
申
込
み
先
　
電
話
ま
た
は
医
大

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら 

①
自
治
医
科
大
学
学
事
課 

☎
（
58
）
7
0
4
4 
http://www.jichi.ac.jp/ 

②
生
涯
学
習
課 

☎
（
52
）
1
1
1
9
 

●
申
込
み
期
限 

6
月
30
日（
火
）
午
後
5
時 

※
定
員
に
達
し
た
場
合
、
早
期
に

締
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
学
習
演
題
、
講
師
、
日
程
等
は
、 

都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

※
子
連
れ
の
入
場
は
可
能
で
す
が
、

託
児
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
前
記
の
ほ
か
に
、
第
1
回
目
を

7
月
4
日（
土
）に
と
ち
ぎ
福
祉
プ

ラ
ザ
で
、第
5
回
目
を
8
月
22
日（
土
）

に
小
山
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
ロ
ブ
レ
6
階
）
で
開
催
し
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
受
講
申
し
込
み
も
、
同

時
に
受
け
付
け
ま
す
。 

一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に
 

　
　
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
 

　
　
　
　
送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
 

生
涯
学
習
だ
よ
り
 

生
涯
学
習
だ
よ
り
 

問い合わせ先 

※このコーナーでは、市で発行した啓発パンフレット「一人ひとりが幸せに暮らす社会のために」より一部 
 　抜粋し紹介しています。 

あなたはこれまで、このように考えたこと（したこと)はありませんか。 
・女性は家庭があるのだから、仕事の時間は短く、責任の軽い仕事に携わるべきだと思う。 
・男性のほうが女性より、企画力や決断力に優れている。 
・営業なら男性、事務なら女性の方が向いている。 
・育児休業・介護休業は女性のためのもので、男性は取らないほうがいい。 

これからは・・・ 
　男女が協力して双方の視点を活かし、性別に関わりなく興味のある仕事にチャレンジできる職 
場は、働きやすく、いきいきとした職場ではないでしょうか。 
　興味のある仕事にチャレンジし、責任を共有しながら、一人ひとりの個性や能力を発揮できる 
職場にしていきましょう。 

～職場で～ 
Vol. 5

男女共
同参画

平
成
21
年
度
自
治
医
科
大
学 

公
開
講
座
の
ご
案
内 


